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キク生産農家の農繁期における生活・生産行動の実態
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Ｌはじめに しかし、その一方では他品目と同様に、農業従

事者の高齢化や家族を主体にした労働力は農繁期

におけるいろいろな問題を派生させている｡D2）

キクの生産は作業の性質上、収種時の一定の作

業姿勢の持続や選別・調整・箱詰めまでの一連の

過密労働、出荷調整場の作業環境窯いらくる腰･肩・

腕・足等の痛みや疲労を訴える者がみられ､3)他

の農村住民にみられるような健康問題幻も浮かび

上がってきている。前者はいずれも昔からある農

村病・農家病・農業病の古いタイプの健康障害で

あり、一方後者は農薬、農業機械等の導入

によって起こりつつある新しい健康障害の一つに

数えられる｡の

また、農業労働の特質が異種継起性と季節性で

ある鼠)といわれ、そのことを反映して沖縄県の場

合のきく作型は、亜熱帯気候特性を活かした冬春

出荷型である。したがってこの時期（12月一３月）

の農作業強度はかなりきついものになる。特に農

繁期ピークの彼岸前の出荷時期（３月中旬）には

徹夜の作業が続くことがあり、農業従事者の健康

面からの農家生活リズム`)の改善及び農業労働改

善の工夫`)が叫ばれている。

沖縄県における花き園芸は、亜熱帯気候特性を

活かした生産方式により年々生産実績を上げてき

ている。

その中でもキクの生産実績は群を抜いており

(図１）、優良品目としてその発展が期待され、

それとともにキク栽培農家の増加や生産規模の拡

大が計られてきている。
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図１全切花類中に占めるキクの県外出荷額の年次推移
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生産行動に関するもの60項目であるが、沖縄県に

当てはまらないものについては考察の対象から外

した。内容の区分と内容および質問数の詳細は表

ｌの通りである。

表１段業者生活行動鯛査質問内容

ところで、沖縄県農林水産部営農指導課では、

1991年-93年の３年計画で農業従事者の安全でか

つ快適な作業環境整備を図り、地域農業の発展に

資するための「農業労働管理推進事業」を実施し

ている｡6）

今回、筆者らは上記事業の一環として農業管理

指標策定のための基礎資料を得るためにキク生産

農家の農繁期における生活・生産行動調査、作業

環境測定、タイムスタディー及びエネルギー消費

量等の測定を行った。

そこで、本稿ではキク生産農家の生活・生産行

動の特徴とその問題点について健康実態、疲労自

覚症状調査等との関連で、健康管理上の面から検

討し、考察したので報告する。

．．質問内容Ｈ噸四

Ⅱ調査方法

1）調査対象および調査時期 疲労自覚症状調査は、日本産業衛生学会の「自

覚症状しらべ」を用い、作業前・作業中・作業後

の３回にわたって、面接聴き取り調査で実施した。調査対象者は、南部（具志頭村）１８名、北部

(今帰仁）１６名、中部（沖縄市）１７名の計51名で

あった。

調査対象地域のキク生産農家の特徴として、南

部に比較的高齢者が多く後継者不足の問題があり、

北部・中部に比較的若年者が多かった。特に北部

において若手の農業従事者が増加し、さらに土地

改良、農業改善事業など各種の農業関連事業を取

り入れ農業振興に貢献していた｡`）

今回対象の農家では、北部が５－６人の家族労

働であるのに対し、中・南部では２－３人の家族

労働が多かった。

調査時期は、生活・生産行動調査、疲労自覚症

状調査については農繁期の１月中旬から３月初旬

であった。

作業時間調査（タイム・スタディー）について

は、２月下旬から３月初旬にかけて行った。

3）作業時間調査（タイム・スタディー）

収穫期ピーク時の労働および生活実態をみるた

め、３地区のそれぞれ３農家について作業時間調

査を行った。記録は一日のみであった。

4）健康診断

対象地区のそれぞれの市町村が行った定期健康

診断を受診した対象者について、それぞれの市町

村の関連課から調査結果を入手し、健康実態を把

握するため参考にした。

Ⅲ、研究結果

1.キク生産従事者の労働・生活・健康実態

2）生活・生産行動調査、疲労自覚症状調査

１）キク生産労働の実態

収種期ピーク時のキク生産労働の実態を把握す

るためキク栽培農家の生活時間（主に労働時間）

を図２に示した。

生活・生産行動調査は、「農業者健康モデル地

区育成事業」で使用した調査用紙を用い、農業従

事者への面接聴き取りによって行った。

調査質問内容は生活行動に関するものl00項目、
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生活行動調査 生産行動調査

四 質問内容 日日蔵 区分 質問内容 H周倒

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ
ｖ
Ⅵ

体の調子

食事形態、し好

1.食事の特徴

2.休養娯楽の特徴

3.ノリ!}､６tBi､観iDI蝋

４.住まい方の特徴

生活態度

体質

疲労と身体症状

０
５
５
５
０
０
５
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
ｖ
Ⅵ
Ⅶ

作業全般

温度漫U超謝iとI鯛h藻

I、Ⅱの身体的影魑

アレルギーと農薬

ストレス

機械

作業対応態度

６
７
６
９
２
８
２

１
１

計 100 計 6０
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図２キク生j藍圏家の労働時間と内容（例）

表２キク生産従事者の健康実態（人数）これらの図は必ずしも生活時間全体を描写した

ものにはなっていないが、ある程度、キク生産労

働の典型的なパターンを示していると思われる。

すなわち、図の①③⑤の例のように夕方７時前

後には一連の収穫から出荷作業までが終わってい

る場合と②の例のように収穫が少なく作業時間が

短くなる場合、逆に④の例のように収稜・選別が

間に合わず徹夜の作業になる場合があることを示

している。

これらのパターンは、農家によって異なるとい

うことではなく同一農家においても収蔵壁、天候

等により上記３つのパターンが起こりうる。しか

しながら、作業条件や作業環境の改善・工夫によ

り収穫期の徹夜作業を避けることを可能にしてい

る農家もみられる。

２）キク生産者の健康実態

各市町村の行っている定期健康診断を受診した

者の２対象地区についてデーターを入手し分析を

試みた。その結果、この２地区についての有所見

者はＡ地区40才以上71.3％、Ｕ地区40才未満50.0

％、Ｕ地区40才以上62.5％、トータルでも60.0％

と高率であった。（表２）
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特に、高血圧・高ｍ王疑合わせてＡ地区対象農

家では28.2％、Ｕ地区対象農家で22.5％である。

肥満については、肥りすぎがそれぞれ42.9％、

10.0％、１２．５％、肥満傾向がそれぞれ14.2％、

22.0％、12.5％となっている。また、高コレス

テロールについては、Ｕ地区の対象農家の40才未

満で20.0％、４０才以上では50.0％とかなり高率を

示している。

さらに、表２からわかるように少ない所見率で

はあるがその他の項目（肝・腎機能に関わる高

ＧＰＴ・高γＧＴＰや農薬に関わるコリンエステ

ラーゼ要観察、高血糖、尿蛋白・眼底異常など）

もみられる。

この健康診断には含まれていないが、調査中の

聴き取りによって未受診者の中にも高ｍ王、椎間

板ヘルニアなどが存在した。

３）疲労自覚症状調査および疲労部位調査

今回は収穫期ピーク時の調査日（－日）の変化

のみを比較した。

高い方から中部、南部、北部の順序となっている。

次に症状群別訴え率の順序関係をみたのが表４

である。

表４３地区における作業前・中・後の項目群別訴え

率の順序関係

地区作業前作業中作業後

中
南
北

部
部
部

，
，
，

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ

Ｉ
１
１

，
』
，

Ｉ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ〉

Ｉ〉

Ｉ〉

ⅡＩ〉Ⅲ〉

ⅡＩ〉Ⅲ〉

ⅡⅢ〉Ｉ〉

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

図からわかるように作業前については、中部・

南部ともにＩ＞Ⅲ＞Ⅱ（北部はＩ＝Ⅲ）でIdom

inant型の「一般型」を示している。

作業中では中部でＩ＜Ⅲ＜ⅡのIdominant型

を持続、南部・北部でⅢ＞Ｉ＞Ⅱのmdominant

型の｢肉体作業型」に変わり、作業後については、

中部がそのままIdominant型、南部が再びIdo-

minant型に戻っている。北部はそのままmdomi

nant型の「肉体作業型」となっている。

表５は特にキク生産農家の疲労の特性を把握す

るために各症状別訴え率を作業前・中・後につい

て記したものである。

表５作業前・中・後各症状解え率の比較（％）

表３１饒前･中･後の3j､区における凌労自覚症状訴え串のltIii(%）

項 目 作粟前作粟中作案後

１．１５１がおもい ５．１２．７１０．３

２．全身がだるい１０．３５．１３OＢ
Ｉ３．足がだるい１０．３１０．３３８．５
４．あくびが出ろ２．７２．７５．１
５．頭がぼんやりする7.7５．１７．７
６．ねむい 1035.17.7

群７゜目が洩れる２．７５．１２０．５
８．助作がぎこちなくなる5.1５．１１０．３
９．足もとがたよりない 0２．７７．７

二等二簔簔蕊弓子＝＝遥二量ご豊二0２．７

１２．話をするのがいや００２．７
Ⅱ１３．いらいらする０００
１４．貝岼ちろ00２．７
１５．物申に鯛Ｃｌになれない 0２．７１０．３

１６．ちょっとしたことが思い出せない７．７７．７１０３
群１７．することにまちがいが多くばる２．７２．７１５．４
１８．物申が気にかかる７．７２．７２．７
１９．きちんとしていられない ２．７5.110.3

２０．根気がなくなる0.,２．７１０．３
~￣￣￣－－T面司電｢~----￣－－－－－－－頭－－面－－面-
--万r--E筋苅張TT-￣￣－－－－￣￣－－－￣－－－－－￣--5.10128

２２．頁がこる15.415.441.0
m２３．腰がいたい． １２．８１０．３２５６

２４．Ｅl苦しい ２．７５．１１２．８

２５．口が渇く５．１５．１２８２
２６．戸がかすれる２７００

群２７．めまいがする２．７０５．１
２８．まぶたや筋肉がぴくぴくする００２．７
２９．手足がふるえろ0０２７
３０．気分が悪い ２７02.7

--￣￣－－－面､Z｡zX5-----￣-----￣---西~￣頭--1頭一

表３は中部・南部・北部それぞれ３地区の対象

農家の各群別疲労自覚症状を作業前・中・後につ

いて比較したものである。北部のⅡ群を除いて各

群とも作業後が最も訴え率が高くなっている。ま

た、Ⅲ群における作業後についてのみ北部、南部

の順序になっているのを除いて各群とも訴え率の 全体 ４．５ 3.7１２．３

-308-

項目 地区 作業前作業中作業後

I、ねむけとだるさ 中部

南部

北部

15.010.040.0

6.1０．６１９．４

０．８０．８５．４

Ⅱ、注意集中の困難 中部

南部

北部

10.011.228.7

0.6０．０５．６

0.00.00.0

Ⅲ、局在した身体違和感 中部

南部

北部

12.513.725.0

5.62.210.0

0.8１．５１０．８
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各群各項目について訴え率の高い項目（25％以や高率を示していることがわかる。全体では、作
上の項目）から順に上げると、「Ⅲ群22.肩がこ業前4.5％、作業中3.7％、作業後12.3％の訴え率
る」（41.0％)、「Ｉ群３．足がだるい」（38.5％)、を示した。

「Ｉ群３.全身がだるい」（30.8％)、「Ｉ群10.訴えの多い疲労部位は図３からわかる通り、作
横になりたい」、「Ⅲ群25.口が渇く」、「Ⅲ群23.業前と作業後に違いがみられ、作業後では疲労の
腰がいたい」のⅢ群３項目とＩ群３項目の計６項部位が増えている。疲労部位は肩、腰、膝関節、
目である。「Ｉ群７．目が疲れる」も20.5％とや肘、目、ふくらはぎ等が多くみられる。

０１６２ＢＢ旧２Ｂ３Ｄ４５

作業前

20三膳＝＝二一

Ｓ3０
－－■■■■■■■■'■■■■■■■■￣■■－－■■￣l■■'■■'■■■■￣■■l■■l■■

■■■￣l■■'■■'■■■■‐■■■■■■'■■￣'■■'■■￣'■■￣'■■'■■■■勺,■■'■■'

■■■

■■■'■■■

■'■■'■■'■■■■￣■■

■■■■■■■■■‐■■

■■■■■■■■■￣■■－－■■

4０ 那正

麺套簔
′ｉｉｉ 鯵6０

疲労部位別謀え率（％）

図３

２.生j舌・生産行動の実態

作業前・作業後における疲労部位別膵え率の変化

それぞれについて高率（ここでは50％以上）を

示した項目を上げてみると、「区分Ｉ：体の調子」

では「１.朝早く目がさめる」・「３.寝たりない

と思う」、さらに50％はいかないまでもやや高い

もので「６.睡眠時間を７時間とるのは難しい」

の３項目である。

また、「区分Ⅱ：食事形態、嗜好」では、「13．

早食いである；中北部」・「15.間食が多い｣・「１

９.熱いもの力将き；中南部」・「20.味付けは濃

い方が好き；中北部」・「21.塩辛いものが好き；

北部」・「22.辛いものが好き；南北部」・「23．

甘いものが好き」・「24.油こいものが好き」の

８項目力塙率を示している。食事の形態や嗜好に

ついてさらに詳細に質問している「区分Ⅲ－１：

１）生活行動

各地区の生活行動の実態と特徴をみるため各区

分（９区分）ごとの訴え率を示したのが図４である。

図からわかるように南部の「体質」、南部・北

部の「疲労と身体症状」の３つを除いて、全ての

項目で30％を超える訴え率である。特に「区分Ⅱ：

食事形態、嗜好」や「区分Ⅲ－１：食事の特徴｣、

「区分Ⅲ－２：休養娯楽の特徴」で各地区とも４０

％弱、ないしはそれ以上となっている。

区分Ｉから区分Ⅵまでの９区分100項目（表１

参照）について示したのが図５－①から図５－⑨

である。
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食事の特徴」では、「26.豆腐を毎日食べますか

(いいえ）」・「28.卵は毎日たべますか

(いいえ）」・「29.魚類は毎日食べますか（いい

え）」・「30.肉類は毎日食べますか（いいえ）」

。「31.牛乳は毎日飲みますか（いいえ）：南北

部」・「32.小魚を毎日食べますか（いいえ）」・

｢34.果物を毎日食べますか（いいえ）」・「37．

ケーキ類、お菓子類を食べる；中部」・「38.濃

いお茶が好きでしばしば飲む；中部」・「３９コー

ヒーを毎日飲む；中部」の10項目に高率で、キク

生産農家の食事の特徴をよくを表している。

次に、「区分Ⅲ２－：休養娯楽の特徴」では、

特に体の休息と関わる「41.休日を定期的にとる

ことはない」と「45.地域の行事にあまり参加し

ない」が高率となっている。「区分Ⅲ－３：入浴、

就寝、着衣」では「47.お風呂は熱いのが好き」

の体への刺激や「48.体の洗い方は簡単にすます」

の衛生の問題などが高率を示している。さらに、

｢区分Ⅲ－３：住まいの特徴」では「61.冬便所を

暖かくする工夫（いいえ）」・「62.台所や外の

虫よけの工夫（いいえ）」・「63.季節ごと住ま

いの模様替えをする（いいえ）」の３項目が高率

である。

「区分Ⅳ：生活態度」で高率を示したのは、

｢67.消極的な方である」・「70.金か職業のこと

で思いわずらう」・「72.食事を切り詰めること

が多かった；中部」・「73.手先の仕事や運動を

することが少ない」・「75.夜更けの仕事や付き

合いをする」・「78.暮しの工夫や新しい試みを

する（いいえ）」・「80.100才まで生きたいとは

思わない」の７項目である。

「区分Ｖ：体質」では、「85.痔がある；北部」

で高率を示し、「86.気温の変化を敏感に感じる」

「区分Ⅵ：疲労と身体症状」では「91.疲れはて

てぐったりとする；中部」・「98.体の中でしば

しば苦痛を感じる：中北部」とそれぞれ２項目に

高率を示している。

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北

体のpH子

食車形態、噌好

食Ｈ１の特徴

休養毎l栗の特扱

入浴1噸［若衣の特徴

住まい方の特ａｔ

律法塑肛

体質

痩労と身体圧伏

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■U■■■

図４生活行動調査における３地区の区分別訴え率（％）

l朝早く目がさめますか

２目がさめてからしゃんとするまで

3寝たりないと思う

4寝つきは良いほうですか

5眠りが浅く、よく夢を見ますか

6睡眠時間を７時間とるのは難しい

7歯はよく噛めますか

8排便は不規則な方ですか

9排尿は我慢する方ですか

10排尿のために二回以卜胆さますか

図５－①

豊中部０
，麺南部Ａ
■■北部Ｕ

■■■■■■■■

■■I■■

■■■■■■■■■■￣

■■■■

ロヨ■■■■

臣
3地区における体の調子（生活行動区分Ｉ）の勝え率（％）
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０１９２Ｂ３m佃印閏ＹＴｌ””。
11期食を抜かす平が多い

12期食はa砲i以外のものが多い
13食中はよく噛まないで甲食いである
1.女中の丘1A体や仕平の割に多い
l鋼食猷多ぃ

16色々雌材料そ1m合せた食中が好色
17インスタント、ln工食品が好3
18好■倣いが多い

1噸いものが好ら（食べ物）
20鱸付けは垣い方が好8

21塩辛い物ﾛｳﾍﾟ好３
２Z辛い物（わさび、からいが好き

雪甘いものが好色

z4jlhこいもM邸好8

250R味の物は鉦い

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北

露
麹
。

図５－②３地区における食事形態､噌好(区分Ⅱ）の勝え率（％）

２６豆■は包曰食べ衷寸か
勿豆DGIt好きですか
28卵は毎日食べ惑寸か

麺Xqmは毎日食べますか
３０肉嗣は毎日食べますか
３１牛乳は毎日飲み浅寸か
32小魚墨毎日食べますか
33次のような食品を何日食べますか
釧次のよう芯JHlhを毎ロ食べますか
35HUDﾜは何日しますか
36タバコ'よ段いますか
37ケーキ囮、お虹子を食べますか
犯回いお茶が好感でしばしば飲む
39コーヒーは毎日飲み直すか
40コーラ、ジュースは毎日飲む

￣■■■■
￣■■■￣■■■￣■■■■■■■■■

￣

中部Ｏ
南部Ａ
北部Ｕ

－＝＝＝＝壷■■

図５－③３地区における食廟の特徴(区分Ⅲ～１）の脈え率（％）

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北61休日は定期的にとる

42召い間昼寝はよくする

畑よくうたた寝や侶眠をする

4Iju蛾の行廟によく参加する

45自分の楽しみを持っていろ

図５－④３地区における休誕娯楽の特徴（区分Ⅲ－２）の扉え率（％）

ＯＩＯ２，３Ｄ⑫§凸６３７Z”田１
46お風呂に毎日入りますか

47お幽呂は熱い潟が好きですか

48体の洗いかたは簡皿にすます

｡蛭INMiiの下には何も衝ない

5O柔らかいマットレスを散<

51枕の岡さは商い方

52洩る町上に掛けるものは軽い

53通い時は職下をはいて洩る

54汗や水に滴れた衣訓を甘える

55暑さ寒さに衣類を脱ぎ祀りますか

軍中部０
１謹翻南部Ａ
■■北部Ｕ

一一Ｕ■■■■■■

===三二頭■畳
E二

Ｆ

図５－⑤３地区における入浴､就寝、藺衣（区分Ⅲ－３）の賑え率(%）

中部Ｏ
南部Ａ
北部ﾛ

56住宅は日当たりが良い ￣U■■■■

ニーーコⅡⅡ■甲■円密呂呂
＝戸■ﾛ■■弓＝■畳＝

＝■■■■■■■■■
7，－－】I齢

ＩＢＤ

57冬は暇かく夏は涼し<の工夫

58住宅の中で農作巣をする

59飲み水や風呂水が濁ったり不足

6OBE所は水洗

61冬便所を暖かくする工夫

62台所や外のごみに虫よけの工夫

63季節ごとに住まい

“気がねなく休める部屋がある

65京族だんらんの場がある

図５－⑥３地区における住まい方の特徴（区分Ⅲ－４）の所え率（％）
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661甸車を鰹殴的淀考える方である
G7inI圀的北方である
囲位旗の写で思いわずらう
69日Z膜の日庫のことで皿い畑らう

、色や■典の車で思い畑う

711m戒や江峡の牢でfK皮ずい車があった
花食JYを切り踏めることｂl多かった
73手先の仕事や通勤をする
7d笑ったり欧を歌ったり阻気にする
7麺更けの仕叩や付白合いをしなし、
7銅面2画iを受けている
77自分の健璽や衛生に剣をつける
７８己らしの工夫釿しし､域み多する

ね人生をありのまま受入れて白た

80100才まで生きたいと思う

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北

図５－⑦３地区における生活態度（区分Ⅳ）の脈え率（％）

1０２９３Ｄ⑫田７Ｕ－－－ｐａＢｎ 函
麹
・

”
１
１
１
１

８２長生きの家系である

８３小さい時からひび、あかぎれ
84今でもしもやけ

851Fがある

86気温の変化をfiRH：lに感じる

87冬でも汗をかくほうである

88かぜをひきやすい

89子供の頃から鮒は悪い
90mVは小さい

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北

56.3

6M$.nＦ

8１０３

Vｌ－

図５－⑧３地区における体質（区分Ｖ）の賑え率（％）

９１疲れはててぐったりする

92池の人より早く鐙れろ

93体砿の哨城が終始ある（２Ｋ）

94疲れて食欲がなくなることがある
9噸起きた時手がこわばる
96吋､起きたりt手がはれぼつたい

9791起きた１１５足IHFが編む

98体の中でしばしば苦廠を感じる

99肌jOfｱＨｍてかさかさすることがある

10O古い駆背の巾を思いだす

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北

図５－⑨３地区における疲労と身体症状（区分Ⅵ）の賑え率(％）

２）生産行動

生産行動の実態について区分別（７区分）の訴

え率を図６に示した。生活行動と同様40％以上を

示したのは「温湿度環境と夜間作業」で中部の１

項目のみである。（41.2％）

しかしながら、南・北部の「温湿度環境と夜間

訴作業」や中部の「作業全般や温湿度環境と夜間作

を業の身体的影響」、さらに、中・北部の「ストレ

１ス」、「作業対応態度」で30％を超える訴え率と
なっている。

これら個々の訴え率について区分毎に詳細に示

したのが図７－①から図７－⑦である。

中部０区分毎に個々の訴え率の高い項目（50％以上）

瀞ｉを上げると、「区分’:作業全般｣では､唯一
「１.中腰の作業が－日以上続く」でありキク栽培

に関わる作業の特徴を表している。（図７－①）

「区分Ⅱ：温湿度環境と夜間作業」では、「７．

冬に半日以上吹きさらしの中で作業をすることが

ある」で高率を示し、これは収稜作業の状況を示

）している。また、「12.夜間作業が２晩以上続く

ことがある」は収種期ピーク時の特徴でもある。
（図７－②）

作業全般

温温度研l境と夜ＩＥＩ作業

ｍの身体的影響

アレルギーと腱鎚

ストレス

段機

作業対応態度

図６生産行動圏査における３地区の区分別賑え率（％）
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「区分Ⅲ：ＩⅡの身体的影響」としてやや高率

(40％前後）を示したのは「14.炎天下で頭がくら

くらする」の中部と「16.重いものの運搬で肩や

腰を痛めることがある」の２項目である。（図７－

③）

「区分Ⅳ：アレルギーと農薬」での高率は「20．

作業によりしきりに咳がでるむせることがある」

と「23.農薬散布作業に従事する」である。（図

７－④）

「区分Ｖ：ストレス」の項目で特に注目される

のは「29.農業を真から好きでやっているのでは

ない」の中部である。このことは作業態度にも影

響しているように思われる。また、「31.少々気

分が悪くても農作業に従事する」力塙率となって

いるが、健康管理の面から問題が残る。

次に、「34.生産組織に入っていても何等労力

の軽減にならない」の南部と「35.作業に追われ

ている感じが終始する」の中部が高率を示してい

る。（図７－⑤）

「区分Ⅶ：作業対応態度」で高いのは、「50．

作業が終わったら直ちにうがいをし、体を洗い着

替えることは難しい：特に北部で高い」・「51．

農繁期には作業合間に決まった休憩時間をとるの

は難しい：特に北部で高い」・「52.休憩時間に

疲れをほぐす体操をするのは難しい：中北部」の

３項目である。特にこれらの項目は、衛生面や疲

労の蓄積・回復の面から必要なことであり、作業

条件や作業環境の改善工夫との関連で考察する必

要がある。（図７－⑦）
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部
部
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中
南
北
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鱸
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ｌ中腰の作業が一日以上暁く

２上向きの作業が－[1以上続く

３長脚立に乗ってする作粟を２日以上続く

４緬斜で作業する

５満ったり歩けないような通錨のあるところで働く

６砂ぼこりの中で働くIIJがある

図７－①３地区における作業全般（生活行勘区分ｌ）の鯨え率（％〉

G１０、麺⑫５，０(Ｉ両””１蝿

驫蝋Ｒ
■北部Ｕ

７冬に半日以上吹きさらしの中で作業する卯がある

８冬に｣二IMIに座っての作業が半日以上醜く頚がある

９冬に水に瓶れろ作業を半日以上する申がある

10瓦の日盛りにハウス内で作業する

11霧が漂っているようなハウス内で作梁する

12夜Ｎｉｌ作業が２BU2I上焼くことがある

13季節により夜晩番をする 藍
DB

＝￣＝

図７－②３地区の温湿E顕現と夜間作業（生活行勵区分Ⅱ）の脈え率（％）
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部
部
都

中
南
北

璽
魑
。14炎天下の頭がぐらぐらする

15ハウス内の作業でiiljがぐらぐらする

16ｉｎいものの迎蝋で厨やIHFを冊める印がある

17同じ仕印の緑返しで手や腕が麺れるような頑がある

19好戦1111円の作業で体が冷える卵がある

図７－③３地区における区分ＩⅡの身1.軸影闇ｉ(区分Ⅲ）の醇え率(％）
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部
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中
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20作粟によりしきりに咳が出るむせることがある

21圏薬を使わないのに皮膚が痛いかゆくなることがある

22塵薬を使わないのに皮膚が赤くはれて発疹をみることがある

23段薬放布作業に従巾しますか

24腿幽散布h薬は防除の身仕度をして行う

25m聾nｋ布@t気分が皿<なったことがある

26醍薬散布後目が痂〈なったことがある

27腿難11k布後皮IIJがかぶれたことがある

28趣薬倣布後具合が皿<なり医澗にかかったことがある

一一一■■■■■■■■■■

四

図７－④３地区のアレルギーと囲囲i:（生活行勧区分Ⅳ）に関する訴え率（％）

０１０畑調岨弱閉７８棚９０

霞中部Ｏ

麺南部Ａ
画北部Ｕ

29MN東が瓦から好きでやっている

30他の家に比べると座作栗のチームワークがうまくとれている

31体の四千が少々悪くても照理して良作菜をする

32農作業の忙しい時蒟、Jをはこぶのに苦労する

33422K組台に入っていて気苦労がありますか

34生｣Ｈｆ組合に入っていて何等かの労力軽減になりましたか

3519FjULに追われているという感じか曙崎する

36作型の組合せは土地利用、収益のみで決めていますか

37作型の組合せや作典方法はあ江だの画旦那反映されててますか

羽作型の組合せは労力の点も充分考えて決めていますか

39普通の話し声でlさIHIこえないよう４K騒舂の中で作典すること
がありますか

4011f企返済の算段に神経をすりへらすことがある

図７－⑤３地区のストレス（生活行動区分Ｖ）に関する賑え率（％）

中部Ｏ
南部Ａ
北部Ｕ

41作奥11:明るさや色の刺激で目を冊あるようなことがありますか

42作菜中等に指先を而めるようなことがありますか

4噸彼作業を開始する前に不安を感じること力』ありますか

44作業酒手拭いなどで蝋械に巻き込まれたことがある

4噸械作業で切傷や怪狐をしたことがある

46辺只を使った作粟で怪我をしたことがある

47樋械のliZItで感覚がおかしくなることがある

４８機械の復助が面接体に伝わるような作粟を一日中晩けること
がある

図７－⑥３H2区の’

■■■■■■■■■■

￣■■■■■
■■■D■■■■■■￣－
－■■■■■■■■■■■－－

3地区の機械（生活行勘区分Ⅵ）に関する脈え率（％）

49厘作業中の大小便に困ることがある

50作典が終わったら匝ちにうがいし体を洗い石替えることは難
しい

51屈驚期には作jik合間にきまった休憩時間をとるのは鰯しい
52体賊時間に亜れをほぐす体操をするのは鰯しい

5欺きさらしの巾での作業に願し冷えを防ぐ身仕度や工夫をす
るのは面倒である

別艮時間の洗浄作劇Rに防水や防】Q[の身仕度や工夫は面倒である

55賭しや病日射滴をさける身仕度や工夫をするのは面倒である

56劃I湿度の高いハウスから寒い外に出る時寒くばらないよう
に身仕度するのは面倒である

57体の醐子が少々恩くて６厘興倣布はする方である

58厘薬を吸い込んだり体に付いたりしないように工夫や身仕度
をすのは烈理ですか

59作粟前後に機械の整伽や点倹をきちんとする方ですか

Ｏ
Ａ
Ｕ

部
部
部

中
南
北

墨
懸
。

図７－⑦３地区の作蕊対応感度(生活行動区分Ⅶ）に関する廓え車(%）
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金城･平良･安次富･西銘･島袋：キク生産農家の農繁期における生活・生産行動の実態

表６収穫期のキク生産労働における労働医学上の問題点・対策

Ａ（生活行動Ｉ：休養、娯楽ストレス）

・寝たりないと思う・地域の行事に余り参加しない

3睡眠時間７時間とるのは難しい・消極的である
・休日を定期的にとるのは難しい・手先の仕事や運動を余りしない
・夜更けの仕事や付き合いをする

･体の中でしばしば苦痛を感じる
．疲れはててぐったりする

Ｂ（生活行動Ⅱ：嗜好、食事形態、食事の特徴）

・間食が多い・味付けは濃い方が好き
。甘いものが好き．塩辛いものが好き
゜ケーキ類お菓子類を食べる．辛いものが好き

・油こいものが好き
・酸味は嫌い

･豆腐

･卵
･魚類、小魚類

･緑黄色、淡黄色野菜
･果物

･牛乳、などの摂取が少ない

Ｃ（生産行動：作業条件、作業環境、主体的条件）

・冬の吹きさらしの中で作業をする・中腰の作業が－日以上続く・炎天下で頭がくらくらする
・夜間作業が２晩以上続く。重いものの運搬で肩や腰を痛める・作業に追われている感じがする
・農薬散布作業に従事する・休憩時間に疲れをほぐす体操をするのは難しい
．決まった休憩時間をとるのは難しい｡作業の流れ（導線）
・少々気分が悪くても農作業に従事する．作業設備の配霞と照明度

（疲労調査）

･肩がこる（41.0％）

･足がだるい（38.5％）
･全身がだるい（30.8％）

･横になりたい（28.2％）
･口が渇く（28.2％）

･腰がいたい（25.6％）

(疲労部位）

･肩こり

･腰痛

･肘痛
･膝関節
･ふくらはぎ

Ｄ（健康障害）

・肥とりすぎ

・肥満傾向

･高血圧

･糖尿病
･高コレステロール

･椎間板ヘルニア

･その他

･体重測定･間食をなくす．甘いものを減らす
．スポーツや連動の実施（歩行運動の実施）

Ｅ・肥満対策

対
策 ．辛いものを減らす･睡眠不足疲労対策

･酒、たばこ

･年に１回は検診を受ける

｡塩辛いものを減らす
･高血圧対策

･疲労時間短縮の取り組み．､作業環境の改善
･休憩（結束機等の導入）

･徹夜作業への取り組み

･休日の定期化
･体操、ストレッチの普及

･睡眠不足、

疲労対策

･バランスのとれた食事・農繁期と農閑期のバランスを考える･食生活改善

…「漁業労働における労働医学上の問題・対策｣(8)を参考に、本稿では生活行動・生産行動の実態と健康実
態及び疲労自覚症状をもとに作成した。.

作業条件、農作業環境、主体的条件等からくる健

康問題も存在させている。本調査の対象地区の健

康の実態（表２）でも60.0％の高率で有所見者が

みられ、特に高血圧・糖尿病・肥満・高コレステ

ロールなど高い率でみられた。この有所見者率は

岸本ら8)の調査した壱岐島の漁業従事者と同程度

である。高血圧・糖尿病の出現率についても同様

であった。ところでこの漁業従事者の結果は他の

職種群よりも高率であったことが報告されており、

本対象地区の農業従事者も高い率であることがう

Ⅳ､考察

キク生産農家の収穫期における労働内容の特徴

は、一定姿勢での長時間持続の収穫作業や選別・

結束から箱詰めまでの過密労働である。地域や農

家によっては２－３人の家族労働、もしくは２－

３人の高齢者のみの労働から５－６人の家族労働

(この場合には後継者の若者がいる）などが主な

労働形態であった。このことは農業従事者の高齢

化や労働不足の問題を派生させている一方で、農
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A例 B例

図８ 各機械、設備の配置と作業の流れ（舟Ｂの例）Ａ例の場合は、
作業が固定され同一作業を進めていくため人の流れ（→）は少な
い。一方､Ｂ例では選別を除いて同一人がいくつかの作業内容を

進めるため人の流れ（→）が多くなっている。両者とも作業効率・
疲労具合が考慮されている。

【作業現境：照ZZmlU合】

Ａ例

Ｃ例
$瞳、圏理、晋i画の作業
粗な作業

病室

ＬＸ２００

１００

５０
Ｂ例

図９ 作業環境〔照明〕：北部のＡ、Ｂ、ｃ例３者ともに作業位置が
考えられて照明の配置がなされている。中部、南部に関しては
あまり配慮がなされていなかった。
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金城･平良･安次富･西銘･島袋：キク生産農家の農繁期における生活・生産行動の実態

図１０【菊の動線】：中部地区Ｎ農家の例 るのは難しい」等が関連しあい、これらが農業従

事者のからだに影響し収穫期間蓄積され、「Ｄ、

健康障害」の疲労調査の結果や疲労部位として現

れていることが予想される。同様に、「Ｂ・生活

行動：嗜好」において「間食が多い」．「甘いも

のが好き」・「ケーキ類お菓子類を食べる」は、

｢Ａ･娯楽：手先の仕事や運動を余りしない」と関

連し、「Ｄ･健康障害：肥満」を出現させること

に働き、さらに、これらの項目と「Ｂ､生活行動：

食事形態」の「味付けは濃い方が好き」．「塩辛

いもの、辛いものが好き」・「油こいもの力軒き」

が重なりあい「Ｄ・健康障害」の「高血圧．糖尿

病・高コレステロール」などを生じさせているこ

とが示唆される。

このことは、逆に本対象地区の農業従事者が、

上述したように健康実態において肥満や高血圧．

糖尿病などいわゆる成人病群の出現率が高いにも

関わらずそれらを誘発する「嗜好．食事形態」と

なっていることは問題視すべきである。

同様に「食事の特徴」として、牛乳等の摂取が

少ないことが予想されるが、そのことは農村婦人

のCa摂取に関する報告、や鳥取県における成人

の牛乳飲用習慣と栄養素摂取状況に関する報告皿）

から本調査対象者のCa摂取不足が示唆される。

さらに、同報告では、逆にCa摂取量の高い群で

は、とりわけ乳類、豆類、魚介類、緑黄色野菜の

４食品源からの摂取量が多く、また、海草類、種

実類、果物類からの摂取も多かったと、している

ことから本調査対象者が豆腐、卵、魚類、野菜、

果物類など他食品群の摂取も少ないことが予想さ

れることから（「Ｂ・生活行動：食事の特徴」）、

Ｃａの摂取不足のみの問題だけでなく他栄養素群

の摂取不足も示唆されるので栄養バランスについ

て多いに考慮する必要があると思われる。

さて、これらの対策として「肥満対策．高血圧

対策・睡眠不足、疲労対策．食生活改善」の４つ

を掲げた。（表６）

肥満対策としては、肥満の95％は過食であると

いうことから間食をなくす、甘いものを減らす、

減食をする瞳）など、また、スポーツの実施や歩

行運動の実施13)12)14)15)16)17)18)は肥満対策だけでな

く、高血圧、疲労対策にもつながる。

収穫期のキク農家においては特に睡眠不足や疲

１．．．￣・￣・・・・・・｡。￣000
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0.ＤＯＤ
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ＯＯＯＯ

ＤＯＯＯ
Ｄ●００

，０００

隈歴
蝋囚僻２

嚥他の例では－Ｋ麗家

、j鰯合～この図‘④9斗 １J

皿ｈｆ乍塑比

こ別

この段階が作業時間の

短縮等、作業能率の向上

につながるのではないか

と考える。

ｶｺがえる。飯田ら,)の行った秋田農村の住民と比

較しても高い傾向にあることはそのことを示唆す

るものである。

ここでは、これらの健康実態について、生活行

動・生産行動の実態および自覚疲労症状調査・疲

労部位の結果と関連させ、「収穫期のキク生産労

働における労働医学上の問題点・対策」として構

造的に把握し考察する。

表６は上記５項目について特に高い訴え率を示

した項目を構造化し表にしたものである。

まず「Ａ・生活行動Ｉ：休養」の項目において

みられる「寝たりないと思う」・「睡眠時間を７

時間とるのは難しい」・「休日を定期的にとるの

は難しい」・「夜更けの仕事や付き合いをする」

と「Ｃ､､生産行動：作業条件」の「吹きさらしの

中で作業をする」・「夜間作業が２晩続く」・

｢決まった休憩時間をとるのは難しい」・「少々

気分が悪くても農作業に従事する」・「中腰の作

業が一日以上続く」・「重いものの運搬で肩や腰

を痛める」・「休憩時間に疲れをほぐす体操をす
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労への対策が重要になってくるが、徹夜作業をな

くしていくための結束機',)や選別機の導入改善、

効率を考えた設備・備品の配置（効率的導線：図

８参照）による労働時間短縮への取り組み、作業

環境の改善（－つの例として照度：図９）などが

必要になっている。

食生活改善については、特に農閑期の食事の形

態とバランスを考える必要があるように思われる。

疲労自覚症状については、今回対象の３地区に

ついて比較したとき中部、南部、北部の順で特に

中部において高い訴え率を示した。

この結果は、調査日の違いとも関係すると思わ

れるが、作業条件や作業環境、そして、作業能率

と大いに関係していると思われる。このことにつ

いては今後さらに検討を加える必要がある。

く」・「中腰の作業が－日以上続く」・

「少々気分が悪くても農作業に従事する」・

「休憩時間に疲れをほぐす体操をするのは

難しい」・「重いものの運搬で肩や腰を痛

める」などが訴えられ、作業条件・作業環

境・主体的条件の改善が望まれた。

６）特に健康管理の面からの対策として、肥

満対策・高血圧対策・睡眠及び疲労対策・

食生活改善の４項目が上げられた。

最後に本調査は沖縄県農林水産部営農指導課が

行っている「農業労働管理推進事業」の一環とし

て行ったものである。調査には、南部・中部・北

部のそれぞれの農業改良普及所の多くの職員が関

わったことを報告しておく。なお、本調査の一部

は日本民族衛生学会第19回沖縄地方会で発表した。

Ｖ・結論

本稿ではキク生産農家における特に収穫期ピー

ク時の生活行動・生産行動の実態とその特徴につ

いて健康実態や疲労自覚症状調査を加味し健康管

理の面から検討した。結果は次の通りであった。

１）健康実態では、有所見者率が60.0％と高

く、中でも肥満、高血圧、高コレステロー

ル等の所見が高い傾向にあった。

２）疲労自覚症状調査では、作業後の訴え率

がもっとも高く、３地区を比較すると中部、

南部、北部の順で訴え率が高かった。

また、訴え率の高かった項目は、「肩が

こる」、「足がだるい」、「全身がだるい」

「横になりたい」、「口が渇く」、「腰が

いたい」の６項目であった。

３）疲労部位についても同様に、肩、腰、膝

関節、肘、目の疲れ等が高い訴えであった。

４）生活行動においては｢食事形態､嗜好」・

「食事の特徴」・「休養娯楽の特徴」に特

徴がみられ、間食が多い、甘いものが好き、

逆に味付けは濃い、塩辛いものが好き、辛

いものが好きなど健康実態と併せて考えた

ときその改善が望まれた。

同様に、豆腐、卵、魚類、牛乳等の摂取

が少ないことがうかがわれた。

５）生活行動では、「夜間作業が２晩以上続
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